
物件費
68億9,308万円

（13.3％）

『霧島・元気なふるさと再生予算2012』～暮らしと安心・地域活力の充実予算～

平成24年度当初予算

霧 島市の平成24年度当初予算は平成
24年第1回市議会定例会で3月28日

に可決成立しました。
この予算は、将来の霧島市を展望し、喫

きっ

緊
きん

の課題に対して的確に対処する施策を
盛り込んだほか、活動火山対策をはじめと
する「安心・安全」、「健康・福祉・子育て」、「環
境」、「教育」、「産業振興」、「情報発信」、「観

光振興」などに積極的に取り組むこととし
て、「霧島・元気なふるさと再生予算2012
～暮らしと安心・地域活力の充実予算～」と
しました。また、一般会計当初予算の総額
は537億3,900万円で、平成23年度と比
較して20億8,400万円、4.0%増の予算で
す。
なお、平成24年度も引き続き、税収など

の大幅増は見込めないことなどから一般財
源の不足額28億2,000万円を財政調整基
金の取り崩しで対応することとしました。
また、今後も「将来にわたり持続可能な
健全財政」を維持するため、引き続き財政
健全化に取り組むこととしています。
今回は、その内容について概要をお知ら

せします。

●各会計予算規模

●歳出の目的別分類の状況（一般会計）

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 550500
（億円）

商工費 594（1.1% ）　消防費 1,945（3.8% ）　農林水産業費 1,857（3.6% ）　その他 993（1.9% ）

商工費 2,211（4.1% ）　消防費 2,179（4.1% ）　農林水産業費 1,872（3.5% ）　その他 1,003（1.8% ）

一般会計歳入歳出総額537億3,900万円

地方交付税
14,550（27.1% ）

市債
5,909（11.0% ）

国庫支出金
7,152（13.3% ）

県支出金
3,056（5.7% ）

使用料手数料
1,489（2.8% ）

人件費
10,446

（19.4%)

その他
184（0.4% ）

災害復旧事業費
165（0.3% ）

繰出金
3,473（6.5% ）

補助費等
3,790（7.0% ）

維持補修費
950（1.8% ）

●歳入の状況（一般会計）

公債費
8,659

（16.1% ）

物件費
6,454

（12.0% ）

分担金負担金
642（1.2% ）

その他
923（1.7% ）

繰入金
2,982（5.5% ）

地方消費税
1,145（2.1% ）

地方譲与税
690（1.3% ）

その他
265（0.5% ）

市税
14,936（27.8% ）

扶助費
10,865

（20.2% ）

●歳出の性質別分類の状況（一般会計）

自主財源
20,972（39.0%）

依存財源
32,767（61.0%）

義務的経費
29,970（55.7％）

投資的経費
8,918（16.6％）

その他の経費
14,851（27.7％）

普通建設事業費
8,753

（16.3％）

区　　　　分 平成24年度 平成23年度 増　減　額 増減率
市 民 税 57億6,450万円 54億8,650万円 2億7,800万円 5.1%
固 定 資 産 税 72億5,241万円 73億8,462万円 △1億3,221万円 △1.8%
軽 自 動 車 税 3億 600万円 3億 円 600万円 2.0%
市 た ば こ 税 8億5,000万円 6億7,600万円 1億7,400万円 25.7%
都 市 計 画 税 6億5,800万円 6億7,200万円  △1,400万円 △2.1%
そ の 他 1億 501万円 1億1,001万円 △500万円 △4.5%

合　　　　　計 149億3,592万円 146億2,913万円 3億 679万円 2.1%

●市税の内訳

霧島市の平成24年度一般会計当初予算の市民一人あたりの予
算額は、次のとおりとなっています。（総額537億3,900万円

を平成24年2月1日現在の人口127,946人で計算）
特に、児童、高齢者、障がい者など福祉のための予算（民生費）

やこれまでに施設整備のために借りたお金の返済のための予算（公
債費）、総務費、土木費などの構成比が大きく、また平成23年度と
比較すると、商業、観光の振興などの予算（商工費）、道路や公園、
公営住宅の整備などの予算（土木費）などが増額、民生費、総務費
が減額となり、市民一人あたりの予算額は、420,013円（対前年度
比16,468円の増）となります。

●市民一人あたりの予算（一般会計）

平成24年度

平成23年度
民生費
17,654

（34.2%）

民生費
17,136

（31.9%）

公債費
8,646

（16.7%）

公債費
8,659

（16.1%）

総務費
6,362

（12.3%）

総務費
6,163

（11.5%）

土木費
5,161

（10.0%）

土木費
5,975

（11,1%）

衛生費
3,651

（7.1%）

衛生費
3,656

（6.8%）

教育費
4,792

（9.3%）

教育費
4,885

（9.1%）

区　　　　分 平成24年度 平成23年度 増　減　額 増減率
一 般 会 計 537億3,900万円 516億5,500万円 20億8,400万円 4.0％

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 147億2,963万円 139億3,794万円 7億9,169万円 5.7％
後期高齢者医療特別会計 11億4,114万円 10億7,732万円 6,382万円 5.9％
介 護 保 険 特 別 会 計 87億2,360万円 85億3,830万円 1億8,530万円 2.2％
交通災害共済事業特別会計 2,632万円 2,240万円 392万円 17.5％
下 水 道 事 業 特 別 会 計 15億9,146万円 14億7,532万円 1億1,614万円 7.9％
温 泉 供 給 特 別 会 計 8,374万円 7,806万円 568万円 7.3％
小 計 262億9,589万円 251億2,934万円 11億6,655万円 4.6％
合　　　　　計 800億3,489万円 767億8,434万円 32億5,055万円 4.2％

教育費
38,184円

学校の管理運営や施設整
備および生涯学習の推進
などに

民生費
133,933円

児童、高齢者、障がい者
の福祉推進などに

公債費
67,676円

これまでの施設整備など
で借りたお金の返済に

総務費
48,169円

総務管理、財産管理、企
画調整、地域振興、税務
事務などに

土木費
46,701円

道路、公園、公営住宅の
整備などに

その他
22,468円

農業、林業、畜産業、水
産業の振興および市議会
運営、災害復旧などに

消防費
17,027円

消防活動や救急業務など
に

商工費
17,282円

商業、観光の振興などに

衛生費
28,573円

ごみ、し尿の処理や健康
増進事業などに

市民一人あたりの予算

420,013円
（対前年度16,468円増）

（対前年度3,985円減） （対前年度132円増） （対前年度1,535円減） （対前年度6,383円増）

（対前年度211円増）（対前年度1,831円増）（対前年度12,640円増）（対前年度47円増）（対前年度744円増）

※�人口は平成24年２月１日
現在の127,946人

平成24年度
一般会計当初予算

537億
3,900万円
（100.0％）

平成24年度
一般会計当初予算

537億
3,900万円
（100.0％）

『霧島・元気なふるさと再生予算2012』
～暮らしと安心・地域活力の充実予算～平成24年度当初予算

単位：百万円、（　）内は構成比
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区　　　分 平成22年度 平成23年度 平成24年度
市債借入額 51億8,420万円 48億7,690万円 59億 960万円
公　債　費 87億1,286万円 86億4,588万円 86億5,889万円
市 債 残 高 714億4,601万円 702億4,275万円 685億9,624万円

●市債残高
◎年度ごとの推移（一般会計）

※市債借入額、公債費は当初予算額（一時借入金は除く）
※市債残高の23年度、24年度は見込み額

区　　　分 平成22年度 平成23年度 平成24年度
財政調整基金 61億7,163万円 76億5,103万円 48億5,018万円

減債基金 21億1,337万円 17億 493万円 15億8,668万円
特定建設事業基金 20億8,827万円 24億9,378万円 25億 61万円

その他特定目的基金 60億7,369万円 58億6,458万円 61億3,024万円
合　　計 164億4,696万円 180億 312万円 150億6,771万円

●基金残高

※23年度、24年度は見込み額

自主財源	 ：市税、分担金および負担金、使用料および手数料など自主的に収入ができる財源で、行政活動の自主性と安定性を確保できる
かどうかの尺度になるもの。

依存財源	 ：	地方交付税、国庫支出金、県支出金など、国、県から定められたり、割り当てられたりするもの。
義務的経費	 ：	歳出のうち、その支出が義務付けられ、任意に削減できない経費で、極めて硬直性の強い経費。
人件費	 ：	職員給、議員報酬、各種委員報酬、退職手当負担金など。
扶助費	 ：	生活保護法、児童福祉法、老人福祉法などに基づき支出する経費。
公債費	 ：	市債の元利償還金および一時借入金利子の合計額。
投資的経費	 ：	支出の効果が資本形成に向けられ、道路建設や学校建設など将来に残るものに支出される経費。
普通建設事業費	 ：	道路、橋りょう、学校、庁舎など公共用または公用施設の新増設などの建設事業に要する経費。
物件費	 ：	消費的性質の経費で、賃金、旅費、交際費、需用費、役務費、備品購入費、委託料、使用料及び賃借料など。
維持補修費	 ：	市が管理する公共用施設などの効用を保全するための経費。
繰出金	 ：	一般会計と特別会計または特別会計相互間において支出される経費。

【用語解説】

入
　
湯
　
税

事　業　名 入 湯 税
１．消防施設等整備事業 3,402 
２．観光施設整備事業 19,804 
３．観光振興事業 81,795 

合　　計 105,001 

都
市
計
画
税

事　業　名 都市計画税
１．土地区画整理事業 144,771 
２．街路事業 67,187 
３．公園事業 172,549 
４．下水道事業 111,998 
５．その他都市計画事業 78,631 
６．公債費 82,864 

合　　計 658,000 

●入湯税および都市計画税の
　充当事業

※�入湯税は環境衛生施設、鉱泉源の保護管理施設、観光施設、消防施設などの整備および観光の振興に要する費用に充てるため、鉱泉浴場における入湯に対し、
入湯客に課す目的税です。
※�都市計画税は都市計画事業（道路・公園・下水道）または土地区画整理事業に要する費用に充てるため、都市計画法による都市計画区域内の一部の土地または家
屋に課す目的税です。

（単位：千円）

（単位：千円）

●市債残高（億円）

（億円）

●財政調整に活用可能な３基金残高
【財政調整基金・減債基金・特定建設事業基金の計】
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120◎年度ごとの推移（一般会計）

22年度

22年度

714
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23年度

23年度

24年度

24年度

霧島市は、平成20年度から平成29
年度までの市政を「第一次霧島市

総合計画」に基づき、運営していくことと

しています。その中で、まちづくりの課題
を28施策として、そのうち次の8つの施
策を「重点施策」と位置づけています。

活力ある産業のまちづくり
❶ 農林水産業の振興 ❷ 商工業の振興 ❸ 観光業の振興 ❹ 雇用の促進

１．農業振興整備計画変更事業 8,200 １．霧島市商工会・商工会議所  １．観光客誘客事業 6,500 １．緊急雇用促進事業 25,600 
２．霧島産物等ブランド確立 PR 事業 12,350 　　活動支援事業 18,800 ２．外国人観光客誘致促進事業 4,836 ２．立地企業支援事業 42,300 
３．緑地公園整備事業（春山地区）182,000 ２．商工業資金利子補給事業 25,711 ３．妙見路線バス運行事業 11,703 ３．工業団地整備事業　　　　 1,705,089
４．農道・用排水路整備事業 94,158 ３．霧島ふるさと祭開催支援事業 3,325 ４．天孫降臨霧島祭実行委員会活動支援事業 7,100 
５．農業・農村活性化推進施設等整備事業 18,068 
６．林道整備事業 58,448 

快適で魅力あるまちづくり たすけあい支えあうまちづくり 共生・協働のまちづくり
❺ 生活基盤の充実 ❻ 交通体系の充実 ❼ 子育て環境の充実 ❽ 市民参加によるまちづくりの推進

１．移住定住促進事業 26,000 １．鹿児島空港開港40周年記念事業 7,860 １．子育て一時預かり支援事業 8,088 １．地区活性化支援事業 20,503 
２．木之房団地建替事業 108,086 ２．橋梁長寿命化修繕事業 61,150 ２．家庭児童相談事業 8,357 ２．無線・有線放送施設整備支援事業 39,281 
３．隼人駅東土地区画整理事業 31,000 ３．道路アダプト制度事業 921 ３．児童手当（子どものための
４．建築物耐震診断・改修促進事業 1,800 ４．新川北線（仮称）住吉橋道路整備事業 842,014 　　手当支給事業）　　　　　　2,384,055
５．住居表示整備事業 5,131 ５．新川北線街路整備事業 210,000 ５．児童扶養手当支給事業 748,702 
６．民間建築物アスベスト等対策事業 250 ６．子ども発達サポートセンター事業 3,641 

そ　の　他　の　施　策
自然環境の保全・生活環境の向上 学校教育の充実 広域的な施策の取組み その他
１．10万本植林プロジェクト事業 9,200 １．小学校英語教育推進事業 8,370 １．環霧島会議運営事業 322 １．地上デジタル放送支援事業 289,232 
２．河川景観保全アダプト（里親）制度推進事業 3,979 ２．中学校進路指導推進事業 2,104 ２．霧島ジオパーク推進事業 1,991 ２．防災行政無線整備事業 202,420 
３．合併処理浄化槽設置整備事業 172,584 ３．小中学校施設整備事業 537,662 ３．危険廃屋解体撤去工事補助事業 2,100 

４．国分中央高校施設整備事業 179,857 ４．基幹系電算業務システム再構築事業 55,825 
５．国分中央高校活性化事業 6,753 ５．火山活動対策事業 63,464 

６．地震・津波対策事業 2,600 
７．長寿祝金・いきいきチケット支給事業 75,454 

●重点的に実施する主要事業

（単位：千円）

（注）掲載した事業は、予算の中から「重点施策」と「その他の施策」ごとに、「新規」、「拡充」事業と特色ある事務事業および事業費を掲載しています。

【産業の発展の課題解決策】
❶	農林水産業の振興
❷	商工業の振興
❸	観光業の振興
❹	雇用の促進			

【快適な生活を送る上での課題解決策】
❺	生活基盤の充実
❻	交通体系の充実
❼	子育て環境の充実
❽	市民参加によるまちづくりの推進

118104

子育て支援センター

『霧島・元気なふるさと再生予算2012』
～暮らしと安心・地域活力の充実予算～平成24年度当初予算
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